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平
成
２
８
年
度 

低
山
①
（
雨
巻
山
） 

平
成
２
９
年
の
山
始
め
は
、

益
子
町
の
最
高
峰
雨
巻
山

（
あ
ま
ま
き
さ
ん
）
で
あ
る
。

標
高
は
５
３
３
．
３
ｍ
。
一

説
に
寄
れ
ば
、
名
前
の
由
来

は
、「
こ
の
山
に
雲
が
か
か
る

と
雨
が
降
る
」
と
い
う
観
天

望
気
か
ら
と
の
こ
と
。
ま
た
、

こ
の
地
は
、
江
戸
時
代
に
は
、

我
が
黒
羽
・
大
関
藩
の
飛
び

地
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
黒
羽

と
は
少
な
か
ら
ず
縁
は
あ
る

よ
う
だ
。 

平
成
２
９
年
１
月
１
５
日
（
日
）
、

朝
目
を
覚
ま
す
と
一
面
銀
世
界
で
あ

る
。
こ
の
冬
一
番
の
寒
気
が
入
り
込

み
西
日
本
や
裏
日
本
の
各
地
に
雪
を

降
ら
せ
て
い
る
ら
し
い
。「
ま
さ
か
中

止
」
で
は
な
い
か
と
ま
ず
浮
か
ん
だ
。

今
年
の
ス
タ
ー
ト
に
暗
雲
が
・
・
・
。

準
備
を
し
な
が
ら
連
絡
を
待
つ
が
、

特
に
な
い
の
で
決
行
と
考
え
集
合
場

所
（
野
崎
）
に
向
か
っ
た
。
参
加
者
９
名
、
気
合
充
分
で
集
ま
っ
た
。「
中

止
」
な
ど
と
い
う
言
葉
は
、
全
員
お
く
び
に
も
出
さ
ず
２
台
の
車
に
分
乗

し
定
刻
７
時
に
出
発
。
一
路
益
子
町
に
向
け
、
国
道
４
号
線
を
南
下
。
良

く
言
っ
た
も
の
で
、
「
一
川
毎
に
気
候
が
変
わ
る
」
と
言
う
こ
と
を
実
感
。

箒
川
、
荒
川
を
越
え
鬼
怒
川
沿
い
に
至
る
と
雪
な
ど
全
く
な
し
。
当
然
車

中
は
登
山
モ
ー
ド
に
入
る
。 

８
時
２
０
分
登
山
口
の
大
川

戸
地
区
の
駐
車
場
に
到
着
。
仮

設
だ
が
水
洗
ト
イ
レ
（
残
念
な

が
ら
凍
結
で
水
が
出
ず
）
や
ル

ー
ト
マ
ッ
プ
等
が
常
備
さ
れ
、

町
の
本
気
度
が
感
じ
ら
れ
る
。

駐
車
場
に
は
２
０
台
ほ
ど
が
あ

り
、
冬
の
こ
の
時
期
の
人
気
の

ス
ポ
ッ
ト
の
よ
う
だ
。
し
か
し

寒
い
。
防
寒
対
策
を
考
え
な
が

ら
準
備
し
８
時
３
０
分
出
発
。 

ま
ず
は
足
尾
山
（
あ
し
お
さ

ん
）
に
向
か
う
。
１
５
分
程
沢
沿
い
に
登
る

と
小
峠
に
到
着
。
こ
こ
は
尾
根
コ
ー
ス
と
の

分
岐
だ
が
そ
ち
ら
に
は
入
ら
ず
沢
コ
ー
ス

を
選
択
。
こ
の
辺
は
ア
オ
キ
が
茂
る
雑
木
林

で
あ
る
。
葉
を
よ
く
見
る
と
冬
眠
で
も
し
て

い
る
の
か
じ
っ
と
春
を
待
っ
て
い
る
よ
う

だ
。
清
滝
分
岐
を
過
ぎ
る
と
凍
結
し
た
斜
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面
。
ロ
ー
プ
が
あ
る
が
皆
ス
イ
ス
イ
と
登
る
。
じ
っ

と
り
と
汗
が
に
じ
ん
で
来
た
頃
足
尾
山
に
到
着
。
衣

類
調
整
と
水
分
補
給
の
号
令
が
掛
か
る
が
、
と
て
も

寒
く
て
ま
た
同
じ

も
の
を
着
る
位
の

冷
気
で
す
。
写
真

を
撮
り
程
な
く
出

発
。
一
度
下
り
御

嶽
山
（
お
ん
た
け

さ
ん
）
へ
の
登
り

に
か
か
る
。
こ
こ

は
こ
の
コ
ー
ス
で
も
指
折
り
の
岩
山
ル

ー
ト
。
鎖
が
か
か
り
安
全
対
策
済
み
だ

が
、
我
が
メ
ン
バ
ー
は
、
鎖
な
ど
使
わ
ず

三
点
確
保
で
突
破
。
「
た
ま
に
は
こ
う
い
う
の
も
無
く
ち
ゃ
ね
。
」
と
余
裕

の
表
情
。
１
５
分
程
で
御
嶽
山
到
着
。
北
側
の
見
晴
ら
し
が
素
晴
ら
し
く

遠
く
八
溝
山
が
見
え
る
。
鉄

塔
が
そ
こ
を
目
指
し
山
を

拾
っ
て
伸
び
て
い
る
。
手
前

の
形
の
良
い
山
が
気
に
な

る
が
？
・
・
・
・ 

こ
こ
か
ら
は
快
適
な
尾

根
道
に
な
る
。
し
か
し
今
日

は
風
が
強
く
気
温
が
低
い

た
め
ノ
ン
ビ
リ
と
は
し
て

い
ら
れ
な
い
。
ア
ッ
プ
テ
ン

ポ
で
ど
ん
ど
ん
進
む
。
快
調

な
ペ
ー
ス
だ
。
東
側
を
見
る
と

野
火
焼
き
で
も
し
て
い
る
の
か
、

煙
が
上
が
っ
て
い
る
。 

大
峠
を
過
ぎ
る
と
名
物
の
猪

転
げ
坂
（
し
し
こ
ろ
げ
さ
か
）
に

着
く
。
こ
こ
も
１
０
分
程
で
登

り
切
り
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
い
う

間
に
雨
巻
山
に
到
着
。
１
０
時

５
０
分
で
し
た
。
休
む
こ
と
無

く
南
側
の
展
望
台
に
向
か
う
。

ミ
シ
ミ
シ
と
唸
る
木
製
の
展
望

台
に
全
員
で
登
る
と
、
目
の
前

に
筑
波
山
や
加
波
山
が
見
え
る
。

残
念
な
が
ら
富
士
山
や
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
は
見
え
な
い
。
こ
こ
は
風
も
当

た
ら
ず
大
き
な
テ
ー
ブ
ル
が
あ
る
の

で
昼
食
と
な
る
。
思
い
思
い
の
弁
当
を

食
べ
、
デ
ザ
ー
ト
に
は
植
竹
会
長
か
ら

キ
ン
カ
ン
を
戴
く
。 

山
頂
に
戻
る
と
座
る
隙
も
無
い
ほ

ど
の
人
だ
ら
け
。
「
え
っ
！
」
と
い
う

感
じ
。
順
番
を
待
っ
て
全
員
で
記
念
撮

影
。
次
の
山
三
登
谷
山
（
み
と
や
さ
ん
）

に
向
か
う
。
多
少
の
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
は

あ
る
が
、
見
通
し
の
良
い
稜
線
歩
き

だ
。
途
中
数
箇
所
展
望
用
の
ベ
ン
チ
等
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が
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
今
日
は
寒
く
て
と
て
も
休
憩
の
余
裕
は
有
り
ま

せ
ん
。
日
光
の
山
並
み
は
相
変
わ
ら
ず
雲
の
中
。
男
体
お
ろ
し
は
こ
と
の

ほ
か
厳
し
く
な
っ
て
き
た
。
那
須
山
や
高
原
山
に
目
を
向
け
る
と
そ
ち
ら

は
回
復
傾
向
の
よ
う
だ
。 

三
登
谷
山
を
過
ぎ
る
と
急
降
下
で
下
山
す
る
。
４
０
分
程
で
登
山
口
駐

車
場
に
着
い
た
。
車
の
数
も
３
０
台
は
有
に
越
え
て
い
る
。
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
ま
で
い
る
。
改
め
て
人
気
の
高
さ
を
痛
感
し
た
。 

時
間
は
１
３
時
１
５
分
で
あ
る
。
ま
だ
早
い
。
こ
こ
で
相
談
が
ま
と
ま

り
、
気
に
な
る
山
、
栃
木
百
名
山
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
「
芳
賀
富
士
」
に
向

か
う
。
装
備
は
そ
の
ま
ま
で
車
に
乗
り
、
１
３
時
４
０
分
南
側
登
山
口
に

到
着
。
熊
野
神
社
の
参
道
の
階
段
を
登
り
参
拝
し
、
裏
手
か
ら
登
る
こ
と

１
５
分
で
山
頂
。
先
ほ
ど
登
っ
て
き
た
雨
巻
山
が
手
に
取
る
よ
う
に
眺
め

ら
れ
る
。
登
っ
て
み
る
と
御
嶽
山
か
ら
眺
め
た
よ
う
な
山
様
は
感
じ
ら
れ

無
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
別
名
は
大
平
山
と
説
明
書
き
に
あ
る
。
ど
う
も

地
名
の
大
平
か
ら
き
て
い

る
よ
う
だ
。
帰
り
は
北
側

か
ら
杉
木
立
の
中
を
真
っ

直
ぐ
下
り
、
山
裾
を
回
り

込
む
よ
う
に
駐
車
場
に
戻

る
。 こ

こ
ま
で
来
る
と
、
茂

木
経
由
の
方
が
近
い
の
で

た
め
ら
わ
ず
国
道
２
９
４

で
野
崎
に
向
か
う
。
途
中

道
の
駅
「
も
て
ぎ
」
で
ト
イ

レ
休
憩
精
算
。
こ
こ
で
本

日
の
Ｃ
Ｌ
鐘
ヶ
江
さ
ん
か

ら
、
か
ぼ
ち
ゃ
ド
ー
ナ
ッ

ツ
を
戴
く
。
疲
れ
た
身
体

に
は
甘
い
も
の
が
一
番
。
美
味
し
か
っ

た
～
！
。 

計
画
よ
り
は
ち
ょ
っ
と
遅
く
な
っ

た
が
、
１
６
時
野
崎
に
到
着
。
す
っ
か

り
雪
は
消
え
て
い
た
が
、
気
温
マ
イ
ナ

ス
１
度
と
と
っ
て
も
寒
く
な
っ
て
い

た
。
寒
い
中
皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し

た
。
欲
張
り
な
登
山
で
栃
木
百
名
山
２

つ
達
成
で
す
。 
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○ と き 平成２９年１月１５日（日） 

○ ところ 雨巻山（△533.3ｍ）＋ 芳賀富士（△271.5ｍ） 

○ てんき 快晴（風非常に強し） 

○ あ し 荒木・植竹車 

○ おあし 1,000 円 

○ 参加者 鐘ヶ江（CL）、植竹（SL）、大野（会計）、伊藤（記録）、 

   荒木（撮影）、伊藤（報告）、薄井、斎藤、鴇巣 

○コースタイム 

  野崎 ＝大川戸 P－ 足尾山 － 御嶽山 －猪転げ坂－雨巻山－展望台（昼食） 

07:00  08:20～30  09:15～25  09:40～45  10:15～28 10:50   10:55～11:35 

  三登谷山－大川戸 P＝芳賀富士登山口 P－芳賀富士－芳賀富士登山口 P＝野崎 

    12:25      13:15～25      13:40     13:55    14:25       16:00 

 

  
カシミール３D にて作成 

 
氷の花 

  
樒（シキミ）の実と蕾 

登山口 

足尾山 

御嶽山 

猪転げ坂 

三登谷山 


